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令和6年能登半島地震はどのような地震だったか

令和6年能登半島地震



令和6年能登半島地震

発生日時 令和6年1月1日16時10分

発生場所 輪島市東北東30km付近 深さ16km（暫定値）

地震の規模 7.6（暫定値） ← 兵庫県南部地震、熊本地震のおよそ2.8倍

震度 震度７ ：志賀町（石川県）、輪島市（石川県） ← 7事例目

震度６強：七尾市、輪島市、珠洲市、穴水町（石川県）、能登町（石川県）
震度６弱：中能登町、能登町（石川県）、長岡市（新潟県）
震度４ ：名古屋市

長周期地震動 階級４：石川県能登
階級３：新潟県、富山県、石川県加賀、長野県中部他
階級２：東京都23区、愛知県西部、大阪府南部他

津波警報等
発表状況

大津波警報：石川県能登
津波警報 ：石川県加賀、新潟県上中下越、佐渡、福井県他
津波注意報：北海道太平洋沿岸西部、壱岐・対馬他

津波観測 金沢 ：80cm
富山 ：79cm
壱岐島郷ノ浦港：16cm
利尻島沓形港 ：23cm など日本海側の広い範囲で観測



震度分布図



津波警報、津波観測

2024年1月1日16時22分発表
大津波警報・津波警報・津波注意報・津波予報



南海トラフ地震臨時情報とは

南海トラフ地震臨時情報



気象庁から発表される地震・津波情報の流れ



南海トラフ地震臨時情報

マンガで解説！南海トラフ地震その日が来たら・・・ | 気象庁 (jma.go.jp)

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/books/nteq_manga/index.html


南海トラフ沿いで発生した大規模地震
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安政東海地震

昭和東南海地震
2年後

32時間後※

昭和南海地震

※最近の調査では、30時間後との結果も報告されている。図は南海トラフ沿いの地震観測・評価に基づく防災対応検討ワーキンググループの報告（平成29年9月）から引用

■概ね100～150年間隔で発生

■震源域の広がりには多様性がある

■昭和の地震から80年近く経過



南海トラフ地震の想定

南海トラフ巨大地震の震度分布
（複数想定されるケースの最大値の分布）

南海トラフ巨大地震の津波高
【「駿河湾～紀伊半島沖」に「大すべり域＋超大すべり」域を設定した場合の津波高分布図】 

「南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）」（中央防災会議 2013）

一部で震度7、広い範囲で震度6強～6弱 太平洋沿岸の広い範囲に10mを超える大津波



南海トラフ地震で大きな影響を及ぼす地域

指定基準の概要
・震度6弱以上の地域
・津波高3m以上で海岸堤防が低い地域
・防災体制の確保、過去の被災履歴への配慮

推進地域の指定地域

内閣府資料に一部加筆

【南海トラフ地震防災対策推進地域】
南海トラフ地震に係る地震防災対策を

推進する必要がある地域
１都２府707市町村

【南海トラフ地震津波避難対策特別強化地域】
南海トラフ地震に伴う津波に係る津波避難

対策を強化すべき地域

１都13県139市町村

特別強化地域の指定地域



強い揺れの違い

大崎市古川三日町（6強）：2011年3月11日 東北地方太平洋沖地震

約3分

輪島市鳳至町（6強）：2024年1月1日 能登半島地震

約1分10秒

震央

震央

震央から約35km

震央から約134km



南海トラフ沿いの地震に関する科学的知見

■大規模地震の発生には多様性があり、地震の規模や発生時期の予

測は不確実性を伴う

■従来の手法による確度の高い東海地震予知は困難

■地震発生の可能性の高まりは評価可能

■ただし現時点においては「定量的」な予測はできずあくまで「定

性的」な評価

■これまでに想定してきた「２～３日以内に東海地域でM８クラスの

地震が発生する」といった確度の高い予測はできない



東北地方太平洋沖地震からの知見
■東北地方太平洋沖地震発生の直前には、加速するような明瞭な前駆すべり
は観測されなかった。

■地震発生の可能性が相対的に高まっていたことを示す複数の解析結果が得
られている。ただし、いずれの結果も地震の規模や発生時期との定量的な
関係は見いだせていない。

地震活動関連

地殻変動関連

電磁気関連

地下水関連

地震発生（2011/3/11）

平成23年東北地方太平洋沖地震に先行して観測された現象の発現期間



情報発表の対象となる領域

Ａ

Ｂ

想定震源域

想定震源域の海溝軸外側50km程度までの範囲

平面図

ＢＡ

断面図
想定震源域

海溝軸

約50km

陸側のプレート
（ユーラシアプレート）

海側のプレート
（フィリピン海プレート）

巨大地震警戒
・想定震源域のプレート境界（上図の赤枠内）で、モーメントマグニチュード8.0以上

巨大地震注意
・想定震源域+想定震源域の海溝軸外側50km程度までの範囲（黄枠内）で、
モーメントマグニチュード7.0以上の地震が発生した場合

※但し、「巨大地震警戒」に該当する地震は除く
※太平洋プレートの沈み込みに伴う震源が深い地震は除く

・想定震源域のプレート境界（上図の赤枠内）で、 通常と異なるゆっくりすべりが発生



南海トラフ地震臨時情報のキーワードと発表の流れ

5～30分後

（最短）
２時間後

１～２時間後

現象発生

南海トラフの想定震源域
またはその周辺で

M6. 8以上の地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で

通常とは異なるゆっくりすべり
が発生した可能性

プレート境界の
M8以上の地震

南海トラフ地震
臨時情報

（巨大地震警戒）

南海トラフ地震
臨時情報

（巨大地震注意） 

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

左の条件を
満たさない

場合

有識者からなる「南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会」を開催し起こった現象を評価

南海トラフ地震
臨時情報

（調査終了）

M7以上
の地震

ゆっくりすべり

政府の呼びかけに応じて地方公共団体、企業、住民等が防災対応を実施

南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討ガイドライン【第１版】の図を修正

Ⅰ． Ⅱ．

① ② ③



巨大地震警戒対応における情報の流れイメージ

内閣府ホームページ
「南海トラフ地震の多様な発生形態に備えた防災対応検討
ガイドライン（第1版）」の概要（令和３年５月（一部改定））より



想定領域内で発生したM7.0以上の地震

南海トラフ地震想定震源域内で発生したM7.0以上の地震
期間：1922年1月1日から2024年8月15日

約100年間でM7.0以上が10回、このうち、6回が日向灘で発生



マグニチュードと地震発生回数

◼マグニチュードと地震発生回数

マグニチュード 地震発生回数
（1年間の平均）

M8.0以上 0.2（10年に２回）

M7.0～7.9 3

M6.0～6.9 17

M5.0～5.9 140

M4.0～4.9 約900

M3.0～3.9 約3800
出典：東京大学大学院情報学環

総合防災情報研究センター
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